
液槽

+-

電線の耐久試験

コンデンサのIR測定

コンデンサの充電特性

ADC社5450 Max 50ch(80ch)

ADC社3100

超高抵抗/微小電流計

スキャナ

Max 1,000V(10mA)/100V(20mA)

全チャンネル同時充電/放電による測定のスピードアップ。

短絡チャンネルの自動検出により、無人化。

高い汎用性により、研究から検査までをカバー。

コンデンサーの自動充電/放電機能で、測定者の安全確保。

特徴

最大80チャンネルまでの、絶縁耐久測定やマイグレーション試験を行なうことが出来ます。　

アクチュエータ併用では、50ch(3100),40ch(7210)になります。　測定電圧とストレス電圧を独立して電圧値を設定できます。

測定時間間隔は、最大3,600時間までの設定が可能です。測定回数は、Max. 36,000回です。

ストレス電圧印加中は、常に試料の短絡の監視を行ないます。

・短絡が発生した場合。

アクチュエータを使用しない場合は、一旦、試験を停止し、不具合試料を取り外すまで待機状態となります。

アクチュエータを使用している場合、試験は中断しないで、不具合発生の試料だけを自動的に回路から切り離して試験を継続することができます。　

・試料の測定値が判定値を外れた場合。

アクチュエータを使用しない場合、その試料番号を表示し試験を一時停止して不具合試料を回路から切り離すのを待ちます。

アクチュエータを使用している場合、自動的に不具合試料を回路から切り離し試験を継続することができます。

機能

絶縁耐久試験/マイグレーション試験

プリント基板絶縁測定/コンデンサーIR測定

全ての試料を同時充電します。　その後、各試料の電圧は印加したままの状態で、各試料を個別に電流または抵抗を測定します。
アクチュエータを使用したシステムであれば、もし、短絡試料が含まれていた場合、自動的に短絡試料を検出し、回路上から排除して測定を
継続します。　全試料の測定後、全試料の同時放電を行い測定を終了します。
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代表的なシステム構成

太陽電池のPID試験

5450/51,3100 ,8340A,7210

W32-5450MIG/MIG80 エーディーシー

マイグレーション試験

5450+3100(最大50ch/80ch)

　使用できる機種 W32-5450MIG80-R

W32-5450MIG-R

W32-5450MIG80-N

W32-5450MIG-N

品番 GP-IBボード 価格 動作環境

880,000円

780,000円
Windows
7/8.1/10/11
(64bit版推奨)
Excel
2010/2013/2016
2019/2021
(32bit版 Only)

NI製

NI製

ラトックシステム製

ラトックシステム製多チャンネル 高抵抗/微小電流の測定

多チャンネル コンデンサーIR測定

注)5450/51,3100,8340A,7210は、ADC社の商標です。

Max Ch

10ch

80ch

プリント基板/コネクタの

絶縁試験/マイグレーション試験



72101G 
(ACTUATOR)

72101G 
(ACTUATOR)

72101J
(MULTIPEXER)

72101J
(MULTIPEXER)

ADC社5450/5451 ADC社8340

ADC社8340 ADC社8340

3100 3100

31001G (ACTUATOR) 31001G (ACTUATOR)

31001J (MULTIPLEXER) 31001J (MULTIPLEXER)

3101 (Max.5台) 3101 (Max.5台)

7210  Max.4台 7210  Max.4台

本ソフトでサポートされる機器の構成

5450/5451 + 3100シリーズ 8340 + 3100シリーズ

5450/5451 + 7210シリーズ 8340 + 7210シリーズ

GP-IB GP-IB

GP-IB GP-IB

●7210をMax.4台まで接続可能です。●7210をMax.4台まで接続可能です。

7210
アクチュエータ 
72102A/C

7210
アクチュエータ 
72102A/C

7210
アクチュエータ 
72102A/C

7210
アクチュエータ 
72102A/C

電圧反転用 電圧反転用

試料

試料

試料

試料

5450/51

7210
マルチプレクサ 
72101J

超高抵抗/

微小電流計

試料 試料

試料 試料

試料 試料

試料 試料

7210
マルチプレクサ 
72101J

7210
マルチプレクサ 
72101J

超高抵抗/

微小電流計

超高抵抗/

微小電流計

試料

試料

試料

試料

7210
マルチプレクサ 
72101J

超高抵抗/

微小電流計

機器構成-1

機器構成例3 機器構成例4

機器構成-2

ストレス電圧のマイナス無し

不具合試料の自動切り離し無し

この構成は、8340Aを使用する場合だけの構成です。

5450はバイポーラ電源ですから、電圧反転は不要です。

ストレス電圧のマイナス電圧可能

不具合試料の自動切り離し無し

この構成は、8340Aを使用する場合だけの構成です。

5450はバイポーラ電源ですから、電圧反転は不要です。

ストレス電圧のマイナス可能

不具合試料の自動切り離し可能

ストレス電圧のマイナス無し

不具合試料の自動切り離し可能

不具合試料

自動切離し

W32-5450MIG80
(Max.80ch)

W32-54500MIG80
(Max.80ch)

W32-5450MIG80
(Max.40ch)

W32-5450MIG80
(Max.40ch)

不具合試料

自動切離し

5450/51

8340A 8340A

スキャナに7210を使用する場合の構成例
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前頁「機器構成-1」の場合

前頁「機器構成-2」の場合

前頁「機器構成-3」の場合

前頁「機器構成-4」の40chの場合

7210

7210

7210

7210

7210

7210

7210

マルチプレクサ 72101J

マルチプレクサ 72101J

マルチプレクサ 72101J

マルチプレクサ 72101J

マルチプレクサ 72101J

アクチュエータ 72102A/C

アクチュエータ 72102A

アクチュエータ 72102A

アクチュエータ 72102C

アクチュエータ 72102C

ストレス電圧の逆電圧印加機能は無し、不具合試料の自動切り離し機能は無し。

ストレス電圧の逆電圧印加機能は無し、不具合試料の自動切り離し有り。

ストレス電圧の逆電圧印加機能は有り、不具合試料の自動切り離し無し。

5450/5451
(8340A)

5450/5451
(8340A)

5450/5451
(8340A)

5450/5451
(8340A)

W32-5450MIG80でMax80ch対応

W32-5450MIG80でMax40ch対応

W32-5450MIG80でMax80ch対応

空

空

空

空

空

測定試料切離し用 測定試料切離し用

測定試料切離し用

電圧極性切換え用

電圧極性切換用

概要

スタートすると、ファンクション･測定
レンジ･積分時間などを設定した後、
指定されたﾞ時間間隔で、指定され
た回数のデータを取込みます。必
要なら日付時刻も付加することもが
きます。

Excelシートに取込んだデータは、キーボードから入力した

データと同じように、Excelの機能を利用して、作図・編集・

計算等を自由に行うことができます。 また、事前にデータが

取込まれる領域をExcelのグラフウィザードで設定することが

可能ですからデータ取込同時にグラフ化がリアルタイムに行

えます。

操作説明 アドイン起動時の画面

本プログラムはExcel上のアドインとして動作し
ます。Excel上から本アドインを起動すると、Ex
celシート上に、このウインドウが現われます。
ファンクション,測定レンジ,時間間隔,取込回数
等を設定し「START」ボタンをクリックすると試験
を開始します。

このボタンをダブルクリックすることにより、
5450/51モードと8340Aモードを交互に切換える
ことが可能です。
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試験条件の入力方法

測定器からデータの取込を開始します。

「PAUSE」ボタンを先に押してから、「START」

ボタンを押すとスポット専用測定モードになり、

「SPOT」ボタンによるスポット測定が可能にな

ります。

測定中は「赤色」、ポーズ中は「青色」、停止中

は「灰色」となります。

測定ファンクションを設定します。

・電流測定(電圧出力無)

・電流測定(電圧出力有)

・抵抗測定

・体積抵抗率測定

・表面低効率測定

測定レンジを指定します。

通常は、「AUTO」を指定します。

測定に使用する電圧を入力します。最大1,000Vまで
です。　ただし、スキャナを使用する場合、リレーカード
の最大電圧仕様より高い電圧に設定しないようにご注
意ください。

トリガ条件を設定します。

 「内部」は、8340をFREE RUN状態で測定します。

 「パソコン」は、HOLD MODEの測定となり、指定した

時間間隔毎にパソコンからトリガをかけます。　 

「外部端子」は、HOLD MODEの測定となり、測定器

のリアーパネルの「TRIGGER INPUT」の信号により

トリガがかかります。

5450に設定したGP-IBアドレスと同じ値を設定
します。

入力した全ての測定条件の「保存」「読出」を行な
います。

データの取込を一時中止します。もう一度ｸﾘｯｸすると、

取込を再開します。

データの取込を中断します。

「PAUSE」中、有効となり、ｸﾘｯｸする毎にデータを取り

込みます。　スポットモードでは、データのサンプリング

に使用します。

シーケンス動作をONに設定します。
後述「※2」を参照ください。積分時間を設定します。

・500us  ・2ms　・1PLC　・5PLC　・10PLC

・40PLC　・80PLC　・160PLC

GP-IBで接続した外部測定器のデータを同時に
取込む時にチェックを付けます。

スキャナを使用する測定の場合、ONに設定します。
後述「※5」を参照ください。

「スキャナ使用」がOFFの場合、5450だけを、

ディスチャージモードにします。もう一度クリック

すると、メジャーモードに戻ります。

「スキャナ使用」がONの場合、アクチュエータ使用

なら、使用するアクチュエータチャンネルを全てON

にした後、ディスチャージモードになります。

もう一度、クリックすると、メジャーモードになり、アク

チュエータは全てOFFになります。

マルチプレクサが72101J/31001Jの場合だけ有効です。

出力電圧によって、入力可能な最大電流が
異なりますから、5450のマニュアルを参照
ください。

出力電圧のレンジを指定します。
通常は、「AUTO」を指定します。

出力電圧の降下補正です。
詳細は、5450付属のマニュアルを参照ください。

測定データをExcelシートへ入力する時の単位を
設定します。

データに日付時刻を付加します。

データの入力と共にシートをスクロールします。

最初のデータ取込時、測定項目名等のヘッダを付加
します。

測定開始からの経過時間を付加します。

Step1とStep2で２種類の測定回数/時間間隔を

設定できます。

測定回数の入力は、最大65,000、時間間隔の

入力の最大は、36,000です。

測定値がExcelに入力される毎にBookを上書き保存

します。

自動作図を行います。後述「※3」を参照ください。

5450の過電流の発生を定期的に確認する場合

はチェックを付け、確認周期を入力します。

テキストボックスに10から3600の範囲で入力しま

す。この機能は、ストレス電圧を印加している場

合に機能します。

過電流の判定は、電流リミット以外に、測定値で

の判定でも可能です。　周期のテキストボックス

をダブルクリックしてください。

・アクチュエータを組み込んでいない場合、過電

流の発生が確認された場合は、試験を停止し、

継続/中断の確認画面が表示されます。

・自動切離しアクチュエータを組み込んでいる場

合は、不具合試料を切離し、試験は継続されます。

後述「※4」を参照ください。

このテキストボックスには、過電流チェックの周期

を入力します。

こテキストボックスをダブルクリックすると、過電流

判定用の測定値入力画面が表示されます。

過電流は、普通、5450の電流リミット発生の有無で

行いますが、測定値の値によって過電流の判定を

行うこともできます。このテキストボックスをダブルク

リックすると、過電流を判定するため測定値の許容

範囲を指定できます。この許容範囲を外れると、過

電流と判定され、自動的に試験から除外されます。

ただし、この機能は、アクチュエータを組み込んだ

システムのみの機能です。後述「※4」を参照ください。

スタートボタンをクリック後、実際に測定が開始される

までの遅延時間を入力します。

ここをダブルクリックすると、時間の単位を変更
できます。(sec/min./Hr)

KEITHLEY2000からのデータを取り込みます。
温度の場合、最大10chまでの測定が可能です。

本プログラムの全ての入力条件を本ソフト購入時の
状態に戻します。
入力項目が多いため適切な測定条件が不確実な
状態になった場合にクリックします。

後述「※1」を参照ください。
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スポット測定の場合には、測定直後に、「RETRY」
ボタンが表示されます。
このボタンをクリックすると直前の測定のリトライ
が可能です。(後述※6を参照)



他の設定

各項目の詳細説明は、測定器のマニュアルを参照下さい。

表面抵抗率／体積抵抗率測定時のパラメータを設

定する場合にチェックを付けます。　チェックが付い

ていると、測定ファンクションに関係なく、「パラメー

タ入力」へ入力した値が測定器に設定されます。

電極の種類を設定します。

試料厚さを入力します。

体積抵抗率電極係数を入力します。

表面抵抗率電極係数を入力します。

入力アンプのゲインを設定します。

トリガ遅延時間を入力します。

オートレンジ遅延時間を設定します。

測定開始前にディスチャージ/チャージ処理を行い

たいときにチェックします。　チャージは測定電圧値

で行われます。この処理は測定開始前に１回だけ実

行されます。　シーケンス動作がONの場合は適用さ

れません。ディスチャージとチャージの時間を１秒から

1800秒の間で入力してください。

空欄の場合は、スキップします。

注)本機能を有効にするためには、下枠の注意事項

を参照ください。

全測定を終了後、自動的にディスチャージ

を行います。

注)本機能を有効にするためには、下枠の

注意事項を参照ください。

W32-5450MIG80だけの機能です。

オートレンジ応答性を設定します。

オートレンジ測定の場合にだけ機能します。
オートレンジングのレンジ範囲を指定します。

平均化処理を設定します。

測定を終了する条件を設定できます。
この設定は、スキャナを使用する場合は、
無効になります。

測定機本体のブザー音をOFFに設定します。

測定データをExcelシートへ入力する時
指数形式で入力します。

インターロック機能を設定します。
インターロックの動作の詳細は、測定器付属
のマニュアルを参照してください。
インターロックが機能して出力がOFFになった
場合でも、ソフト側が測定を開始すると出力が
ONに復帰しますから注意が必要です。
「インターロック回避」は、本ソフトの独自の機
能で、60Vを高電圧側へ横切ったとき、測定
器は強制的に出力をOFFしますが、この機能は
直ちに出力をONに復帰させます。
V-I測定で、出力がOFFになると不都合な場合に
使用します。

入力抵抗に1kΩを挿入

測定開始直前にオートゼロを実行する。

測定器のパネルに温湿度を表示する。
ただし、測定器に温湿度センサーが装着さ
れている必要があります。

インターロック発生時の、出力状態を設定し
ます。

この文字をダブルクリックすると、テキストボッ
クスが表示され、ここに入力した電圧以上の
出力を行おうとすると、警告メッセージが表示
されます。

ディスチャージ時間を入力します。
Max. 1800secです。
空欄はディスチャージ無しとなります。

ディスチャージ時間を入力します。
Max. 1800secです。
空欄はディスチャージ無しとなります。

チャージ時間を入力します。(Max.1800sec)

・コンデンサ試験用機能
容量の大きなコンデンサのリーク電流測定を行う
場合、最初は充電電流により電流リミットが発生
するためリーク電流の測定を行うことができません。
電流リミットが解消されるまで待って、測定を開
始します。
事前に、電流リミットの解消を待つ最大待ち時間
を設定しておきます。

・コンデンサ試験用機能
100V以上の電圧で測定を行う場合、まず、100V
20mA出力で充電を行い、その後、目的の電圧
に設定します。
通常は、「自動充電」を使用してください。

・コンデンサ試験用機能
試験終了後、コンデンサに蓄えられた電荷を
放電するための機能です。
容量の大きなコンデンサを200V以上で試験した
場合、5450側でダイレクトにディスチャージを行う
と5450の保護機能により、5450がフリーズします。
このフリーズを回避するためのスロー放電機能で
す。ここで入力した時間間隔で、50Vづづ電圧を
ダウンしていきます。
しかし、通常は、「自動放電」を使用すれば、
スロー放電機能を含め全てカバーできます。

・コンデンサ試験用機能
容量の大きなコンデンサのチャージされた電荷
を自動的に放電するための機能です。
200V以上で充電されたコンデンサは、5450側で
ダイレクトにディスチャージすると、5450の保護機
能が働きフリーズしますが、この自動放電は、その
現象を回避できます。
事前に、放電が完了するまでの最大待ち時間を
入力しておきます。

自動充電/自動放電を設定した時は、最大待ち時間
を入力する必要があります。(下図)

※1

測定開始を、RS232Cポートからの入力データ
により行います。
詳細は、次ページを参照ください。

全てのチャージを測定FREE-RUNにして行い
ます。測定器のチャージ機能は使用しません。
シーケンス動作のProgram番号1,2,3,4,5が
指定された場合だけは、測定器のチャージ機能
が使用されます。

試料が抵抗体の場合に選択します。

試料がコンデンサーの場合に選択します。

5450レンジ変更時の読み捨て回数。

5450 オートレンジでレンジ変更時読み捨ての場合
固定レンジで測定する。-->”F”

5450 FREE-RUN充電の場合先頭CHをONにして
電流モニターする。-->”C”
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「作図実行」にチェックを付けると、本画面が表示され、作図条件を入力することができます。同時に自動作図をONにします。

注)入力欄を空欄にすると、自動スケーリングモードになります。

作図のタイトルを入力します。

X軸のMin値を入力します。

X軸のMax値を入力します。

Y軸のMin値を入力します。

Y軸のMax値を入力します。

X軸のラベルを入力します。

Y軸のラベルを入力します。

Y軸目盛を指数表示します。

Y軸をLOGで表示します。

作図対象とするデータ数を

入力します。

グラフをデータ入力シート上

に作成します。

チェックが無い場合は、グラフ

シートを新規に作成します。

ワークシート上への作図例

グラフシートへの作図例

上記の「シーケンス動作」にチェックを付けると右画面が表示されますから
プログラム番号を設定し、動作条件を各欄に入力します。
・プログラム番号「０」は、サポートしません。
・シーケンス・プログラムの詳細説明は、測定器付属のマニュアルを参照下さい。

RS-232Cからのデータ受信で測定を開始する方法

チェックを付けると、「START」ボタンをクリックした後、RS232Cの
受信データで測定開始が可能になります。
RS232Cの受信データ待ちの時、「SPOT」ボタンでも測定を開始
できます。

ここに入力したテキストデータを受信した時、測定を開始します。
異なったテキストデータは無視します。
正してデータを受信すると即座に「OK」を返します。

繰返し測定を行う場合、通常は、１回測定ごとにRS232Cからの
データ受信を待ちます。
しかし、ここにチェックを付けると、最初の測定だけが、RS232C
からのデータ受信を待ち、それ以降は、指定された時間間隔で
自動的に繰り返し測定を行います。

RS232C通信のプロトコルを設定します。

日本語Excelと、英語Excelにより自動的に日本語/英語表示が切換ります。
日本語Excelでも英語表示する場合にチェックを付けます。

常にスポット測定を行う場合にチェックを付けます。
常に「PAUSE」ボタンがONに設定されます。
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シーケンス動作の設定※2

作図条件の設定※3

・「ORG.R」「ORG.C」の動作は、5450のマニュアルには記載されていない
独自の動作です。(後述「ORG.R」※7「ORG.C」※8を参照ください。)



ストレス電圧印加中の過電流判定条件

「過電流チェック」は、測定中以外の時間に試料が絶縁劣化したため、5450に電流リミッタが発生し試験電圧がダウンしていないかを

チェックする機能です。

この機能は、スキャナ条件の画面の「測定動作以外の時間は、常にストレス電圧を印加する」にチェックを付けた場合に有効になります。

「過電流チェック」にチェックを付けると表示される過電流チェック周期のテキストボックスをダブルクリックすると表示されます。

ここには、過電流チェック時に測定した値を使用して、過電流発生有無の判断をするための判定値を入力します。

自動切離し用アクチュエータが組み込まれたシステムでのみ有効に機能します。

ストレス電圧印加中、5450に対し定期的に過電流チェックを行います。ここでの、過電流とは、5450の電流リミット発生を意味します。

過電流を検出すると、試験中の試料を個々にスキャンし短絡した試料をサーチします。　短絡した試料を見つけると、アクチュエータにより、

その試料は試験回路から切り離されます。　しかし、短絡にいたらなくても、複数の試料の絶縁劣化全体として過電流が発生した場合、

チャンネル別に各試料を単独に測定しても、過電流発生要因となった試料を見つけることができません。　そのようなことを防ぐため、

ここで判定値を入力し、判定値を外れた試料も短絡と判断し、試験回路から切り離されます。電流測定では、上限値だけを入力します。

抵抗測定では、下限値だけを入力します。ここの入力が空欄の場合、代用として、スキャナ条件設定画面の各チャンネル別に入力した

停止Hi/Loの入力値が判定値として使用されます。

ここで、短絡と判断されて切り離された試料の情報は、現在測定値の入力シートの1つ後ろのシートに入力されます。

そのシートへの情報の入力項目は、”年月日時刻”,”経過時間”,”不具合原因”,”チャンネル番号”です。

また、その時、判定値外れにより短絡と判断された測定値は、次の測定時には測定は行われませんが、そのセル位置へ測定値として入力

されます。デッドショートの場合は、次の測定結果セル位置へはShortと入力されます。

注)

5450の過電流チェックは、5450り電流リミット発生をチェックするだけで、試料への電圧は常に印加された状態ですが、過電流が

確認された場合、短絡した試料をサーチするプロセスにはいると、まず、アクチュエータの全チャンネルをOFFにして、全試料の電圧

印加を中断します。そして、各チャンネル毎に順番に電圧を印加し、かつ、測定を行い試料の短絡を状況を調べます。

その後、全試料同時に元の電圧が印加され、試験が継続されます。

試料の物理的な短絡が発生しなくても、
ここに値を入力すると、この範囲を外れ
た試料を短絡と判断します。
もし、この欄が空欄の場合は、右図の
停止Lo/Hiり欄に入力が有れば、
この入力値を短絡の判断に使用します。
この右図の入力も空欄の場合は、
物理的な短絡だけが検出の対象になります。
「過電流チェック」にチェックを付けていない
場合でも、スキャニング測定直前の過電流
チェック時の判定には使用されますから、
ご注意ください。

電圧

経過時間

Ch0 Ch0
Ch1 Ch1

Ch2 Ch2... ...
Ch3 Ch3

スキャニング測定 スキャニング測定

過電流チェック 周期的
過電流チェック

周期的過電流チェックで、電流リミッタを検出し、その原因
となった試料を検出し、アクチュエータにより切り離し、電流
リミッタ発生を解消する。
デットショートではなく、判定値外れにより短絡と判断した場合は、
その測定値が次の測定結果のセルに入力される。
デッドショートの場合は、次の測定結果のセル位置へは「Short」が
入力される。

ストレス電圧印加を伴う試験中の過電流チェック方法

★
短絡

電流リミット発生
で電圧ダウン

短絡試料を切り離し、
元の電圧に戻す。

短絡試料を検出すると、
測定値入力シートの1つ後ろのシートに、
その情報がリアルタイムに入力されます。
右から
日付時刻、経過時間、現象事項、チャンネル番号

測定電圧 測定電圧ストレス電圧
ストレス電圧

※4
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測定に使用する論理チャンネルにチェックを付けます。

「備考1」...「備考4」でヘッダ情報としてExcelシートに入力する項目にチェックを付けます。
「OFFSET」の説明は次ページ参照。

スキャナの設定は最大80チャンネルまで設定が可能です。しかし、スキャナ7210に「72101J]が装着されている枚数により

最大チャンネルが決まります。

先頭チャンネルの設定値を表示中の全ての
チャンネルにコピーします。　ただし、リレー
番号の欄はコピーから除外されます。

「他の設定」で「表示単位」に設定した単位が
表示されます。

測定と測定の間は、OPERATEをOFFにするか、OPERATEをONにして電圧を印加し続けるかの選択を行ないます。チェックを付けた場合は、測定と測定の間、

印加し続ける電圧値を右の欄に入力します。　このストレス電圧値は、測定に使用する測定電圧値とは別電圧です。　極性切換え用アクチュエータ(下記チェック)

を使用すると、マイナスの電圧が入力可能となります。

マルチプレクサのリレーを切り換え時は、一時的

にOPERATEをOFFにします。　チェックを外すと、

OPERATEがONのまま、リレー切り換えを行います。

高電圧出力時は、リレーが破損する場合があります

ので必ずチェックを付けてください。

①

①

②

②

③

③測定チャンネルを切り換えた後、そのチャンネルの測定開始までの遅延時間を入力します。

全測定チャンネルの測定結果の総合判定をExcelシートに入力する場合はチェックを付けます。

「規格Lo/Hi」と「停止Lo/Hi」の条件入力の切換を行ないます。

「規格Lo/Hi」の場合、判定値の下側と上側

を入力します。ここでの規格値を外れた測定

値はExcelシートに赤色で入力されます。

「停止Lo/Hi」の場合、この停止値を指定回数

連続して測定値が外れると、その試料は試験

回路から切り離されます。アクチュエータが配

線されていない場合は、メッセージを表示し、

試験を一時停止し待機状態になります。

もし、空欄の項がある場合、その項の判定は

無視されます。

また、ここでの入力値の単位は「他の設定」で

設定した「表示単位」になります。

7210を選択した場合に表示されます。

上記で入力したストレス電圧が正極性/負極性かにより、8340と試料との接続の極性をアクチュエータリレーで切り換えます。また、極性を反転するため

のリレー番号を入力します。極性切換え用のアクチュエータリレーカードが装着されていない場合はチェックを付けないでください。チェックが付いていな

い場合は極性の反転は行なわれず、測定電圧と同極性の電圧が印加されます。

この「MUX」上をダブルクリックすると、一番上のリレー番号を先頭にして下方向に連続番号として

自動的に入力しなおします。

不具合試料を自動切離しするアクチュエータを使用する場合にチェックを付けます。　また、この

「ACTU」上をダブルクリックすると、一番上のリレー番号を先頭にして下方向に連続番号として

自動的に入力しなおします。

試料別にアクチュエータの物理チャンネル番号(31001G,72102A/C)を入力します。

試料別にマルチプレクサの物理チャンネル番号(31001J,72101J)を入力します。

7210を選択した場合

この欄のマルチプレクサ10chの搭載されている7210のGPIBアドレスを設定します。

このGPIBアドレスは、各タブシートの10ch毎に設定します。複数のタブシートに同じGPIBアドレス

の設定が可能ですが、タブシートをまたいで不連続に同じアドレスを設定することはできません。

また、ここでのGPIBアドレスは、他の7210のGPIBアドレスと重複しての設定が可能です。　

7210を選択した場合

この欄のアクチュエータ10chの搭載されている7210のGPIBアドレスを設定します。

このGPIBアドレスは、各タブシートの10ch毎に設定します。複数のタブシートに同じGPIBアドレス

の設定が可能です。

また、ここでのGPIBアドレスは、他の7210のGPIBアドレスと重複しての設定が可能です。　

ストレス電圧の極性切換え用のアクチュエータのチャンネル番号を入力します。正/負の各ストレス

電圧出力時の接続チャンネルをそれぞれ入力します。

ストレス電圧の極性切換え用アクチュエータを搭載した7210のGPIBアドレスを設定します。

測定の時、アクチュエータの全チャンネルをON

にした状態で、マルチプレクサだけを切り換えて

測定します。チェックが無い場合は、マルチプレ

クサと同じチャンネルだけをONにして測定します。

まず、使用するチャンネルグループ(10ch単位)をダブルクリックしてONにしてください。この部分をダブルクリックすると10Chを1グループとし

て、タブシート別に一括してON/OFFを設定できます。全チャンネルをOFFにすると、グループがOFFになります。

3100と7210をダブルクリックで切り替えができます。

3100を選択した場合、
GPIBアドレスを設定します。

BBM/MBBのモードを選択します。
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測定 測定 測定

出力電圧

ON

OFF

Ch-1 Ch-2 Ch-3

「リレー切換後、測定
動作までの遅延時間」

測定

測定

測定

測定

測定

測定

測定

測定

測定

・シーケンス動作OFFの時

　トリガ遅延時間

・シーケンス動作ONの時

　チャージ時間

スキャン開始 スキャン終了

・測定動作以外の時間は、電圧を印
加しない。
・リレー切換時、オペレートを一時OFF
 する。

・測定動作以外の時間は、常に電圧
を印加する。
・リレー切換時、オペレートを一時OFF
 する。

・測定動作以外の時間は、電圧を印
加しない。
・オペレートをONのまま、リレー切換
を行う。

・測定動作以外の時間は、常に電圧
を印加する。
・オペレートをONのまま、リレー切換
を行う。

出力電圧

出力電圧

出力電圧

ON

ON

ON

OFF

OFF

OFF

出力電圧タイミングチャート

シーケンス動作

ONの場合

スキャナの設定(2/2)

停止条件に合致した試料を検出し、試験停止の

メッセージを表示している間出力電圧をONのまま

保持する必要がある場合、チェックを付けます。

自動切離し用アクチュエータを使用しない場合

にだけ適応されます。

このボタンをONにして、「停止Lo」「停止Hi」の測定値規格を入力します。

測定値がここで入力した範囲を外れると、その試料は試験回路から自動的に切離されて試験が継続されます。

自動切離し用アクチュエータが組み込まれていない場合は、不具合試料番号を表示して試験が一時停止します。

また、4ページの「ストレス電圧印加中の判定条件」が空欄の場合は、ここで入力されている値が使用されます。

停止条件が、ここでの値を連続して合致した場合にだけ、その試料が試験から除外されます。

測定条件として、測定電圧/充電時間/放電時間を試験開始時、Excelシートに入力します。ただし、シーケンス動作の「ORG.R」が選択された場合だけです。

SPOT測定の場合( PAUSEを押した後、STARTを押す)

毎回試料を取り替えながら、SPOTボタンにより測定を実行する時にチェックを付けます。前回の短絡チャンネル等の測定履歴が毎回キャンセルされ、

全チャンネルの測定を行います。測定のリトライなどにも使用できます。また、測定前のカーソルを移動して入力位置の変更が可能です。

チェックが無い場合は、前回の測定で短絡チャンネルとなったチャンネルは、次からスキップします。

電圧印加直後のラッシュ電流を回避するために使用します。シーケンス動作「ORG.R」を選択した時だけ、使用されます。

充電開始後、ここで指定した時間経過後の電流値で電流リミット発生を確認します。

また、「ORG.C」の場合は、短絡検出時間に使用されます。この時間の10倍経過しても5450/8340のLIMITが解除されないと短絡と判断します。

短絡チャンネルを検出したとき、Excelシートに入力するメッセージを自由に入力してください。

10チャンネルの各グループ毎に、測定をスキップするチャンネルもExcelシートに空欄を確保します。

チェックを付けないと、測定をスキップするチャンネルは詰めて、測定値をExcelシートに入力します。

①

①

②

②

③

③

④

④

⑤

⑤
注)下記①から⑤の機能は、コンデンサのリーク電流測定を想定した機能で、W32-5450MIG80でサポートされます。
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OFFSETに数値を入力すると、シートに測定値を
入力する時、OFFSETを引いた値で入力されます。
ここでの入力値の単位は、A,V,Ohmです。
測定系に保護として直列抵抗を挿入した場合、
その抵抗値分を補正する場合に使用します。
OFFSETにチェックが有る無しにかかわらず、
OFFSETの計算は行われますので、OFFSET計算
を行わない場合は、空欄にしてください。



「RETRY」の操作説明※6

スポット測定モードで測定を行うと「RETRY」ボタンが表示されます。
下記の選択で、再測定を行うことができます。

全チャンネルを再測定します。

下側規格値を外れたチャンネルだけを再測定します。
(デッドショートのチャンネルは、測定前に除外されるため対象になりません。)

上側規格値を外れたチャンネルだけを再測定します。

下記条件のチャンネルの再測定をします。
・下側上側規格を外れたチャンネル
・下側上側停止条件を外れたチャンネル
・レンジオーバーのチャンネル

注意)
リトライ測定を行うと、リトライ測定前の測定結果情報は失われます。
再々測定の場合は、最後のリトライ測定結果情報に基づき測定が行われます。

Ver15

注)シートに入力される測定値の色の意味

　　黒色:正常に測定された測定値

　　赤色　:判定値Loを外れた測定値

　　青色　:判定値Hiを外れた測定値

　　薄緑色:停止値Lo/Hiを外れた測定値

　　薄橙色:基準抵抗チャンネル

　　薄灰色:レンジオーバー等の測定値異常。
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このシーケンス動作は、複数チャンネルの高抵抗値を測定する場合のスピードアップを図ることを目的としています。

例えば、20チャンネルの高抵抗試料を測定する場合、各チャンネル毎に、60秒チャージと測定を繰り返すと1200秒を要しますが、このシーケンス

を使用すると、60秒チャージは全チャンネル同時に行い、その後、チャンネルごとの測定を行いますから、1200秒を70秒程度まで短縮できます。

スキャナを使用しての測定の場合だけ、「ORG.R」を選択してください。スキャナを使用しない場合は、プログラム番号「1」を選択してください。

「ORG.R」のシーケンス動作は、5450本体の内臓機能ではなく、本ソフト側による機能です。

コンデンサの測定の配線図は、１8ページを参照ください。

チャージ時間(充電時間)

を入力します。

OPERATE-ONを維持して

チャージ動作を行います。

チャージ時間(充電時間)

を入力します。

このモードでは、5450の

パネルにChargeの表示

はされません。

OPERATE-ONを維持して

チャージ動作を行います。

ディスチャージ時間(放電時間)

を入力します。

0.005以下を入力すると、

ディスチャージは行われません。

ディスチャージ時間(放電時間)

を入力します。

0.005以下を入力すると、

ディスチャージは行われません。

「ORG.R」を選択すると、自動的に、

この2箇所にチェックが付きます。

このチェックを解除することはできません。

注)本機能はW32-5450MIG80だけでサポートされています。

「電流リミット検出の遅延」につてい(下図(A))

コンデンサの充電電流波形 コンデンサの充電電流波形

制限電流値

制限電流値

時間

時間

電圧印加

電圧印加

【通常の測定】 【電流リミット検出遅延を設定した測定】

5450の一時的に電流制限が発生し、

ソフトが、その電流制限を感知し、

測定を中断する。

一時的に発生する電流制限も、

異常と判定する。

遅延時間の間に発生した電流制限は、

キャンセルし、遅延時間後の電流制限だけが

検出される。

遅延時間は、コンデンサの容量により異なるため、

ユーザ側で試行錯誤により適正な時間を設定

する必要があります。

一般的な絶縁評価に使用するために、本ソフトは一時的に発生する過電流(電流制限)も検出できるように製作されております。

しかし、コンデンサのように電圧印加時に発生するラッシュ電流による過電流も検出し、測定を中断します。

このラッシュ電流による測定中断が不都合な場合は、「電流リミット検出の遅延」に適切な遅延時間を設定することにより、回避することができます。

A

測定レンジが、AUTO-RANGEに設定

されている時、測定直前に、一旦、20mA

レンジに設定し、その後、AUTO-RANGE

に戻してから、測定を行います。

測定レンジが、AUTOではない場合、

この設定は無視されます。

8340モードを選択した場合

5450モードを選択した場合

チャージ完了後の
測定値の読み捨て回数。
ここで設定した回数を読捨て
た後のデータを測定値と
します。

「読捨」部分を、「Ctrl」+「クリック」すると、「AUTO 20mA START」
が表示されます。

シーケンス動作「ORG.R」の動作説明※7
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動作シーケンス

チャージ時間

チャージ時間

ディスチャージ時間

リレー切換後、

測定動作までの

ディレー時間

トリガ遅延 積分時間に依存する

測定時間

測定データ

取り込み時間

CH-1の測定 CH-2の測定

OPERATE ON OPERATE ONOPERATE OFF

ストレス電圧印加

の場合は、電圧値

を変更。

A
A

オペレートONの後、”A”の時間を待った後、過電流確認を行います。

アクチュエータを搭載していないシステムでは、過電流の発生を確認すると、

警告を表示停止します。

アクチュエータを搭載している場合は、その原因の試料を自動的に検出し、

除外した後、測定を継続します。
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シーケンス動作「ORG.C」の動作説明

このシーケンス動作は、複数チャンネルの大容量のコンデンサの漏れ電流を測定する場合のスピードアップを図ることを目的としています。

100V以上の場合の充電高速化、充電電流による誤判定回避、放電処理の適正化などが考慮されています。

スキャナを使用しての測定の場合だけ、「ORG.C」を選択してください。また、配線図は、１9ページを参照ください。

スキャナを使用しない場合は、プログラム番号「1」を選択してください。

「ORG.C」のシーケンス動作は、5450本体の内臓機能ではなく、本ソフト側による機能です。

高電圧/大容量のレベルによっては、測定ができない場合がありますからご注意ください。

チャージ時間(充電時間)を入力します。

100V以上で測定を行う場合、まず、

100V/20mAで３秒充電し、その後、測定

電圧に設定し、ここで入力した時間の充電

を行います。

このモードでは、5450のパネルにChargeの

表示は最初の3秒間だけです。

その後は測定モードでOPERATE-ONを

維持してチャージ動作を行います。

詳細のプロセスは下記図を参照ください。

チャージ時間(充電時間)を入力します。

100V以上で測定を行う場合、まず、

100V/20mAで３秒充電し、その後、測定

電圧に設定し、ここで入力した時間の充電

を行います。

このモードでは、5450のパネルにChargeの

表示は最初の3秒間だけです。

その後は測定モードでOPERATE-ONを

維持してチャージ動作を行います。

詳細のプロセスは下記図を参照ください。

ディスチャージ時間(放電時間)を入力します。

200V以上の試験では、電圧を100Vまで、

ゆっくり下げながら放電し、100Vから5450の

ディスチャージモードへ移行します。

ディスチャージ時間(放電時間)を入力します。

200V以上の試験では、電圧を100Vまで、

ゆっくり下げながら放電し、100Vから5450の

ディスチャージモードへ移行します。

「ORG.C」を選択すると、自動的に、この2箇所に

チェックが付きます。

このチェックを解除することはできません。

注)本機能はW32-5450MIG80だけでサポートされています。

測定レンジが、AUTO-RANGEに設定

されている時、測定直前に、一旦、20mA

レンジに設定し、その後、AUTO-RANGE

に戻してから、測定を行います。

測定レンジが、AUTOではない場合、

この設定は無視されます。

測定レンジがAUTOの場合、測定を１回

行い、その測定値は無視し、次の測定

は、初回の測定値が測定できるレンジに

固定し測定を行い、その測定値を採用

します。

初回の測定は、下記の(AUTO 20mA　

START)の設定に準じて行われます。

※8

8340モードを選択した場合

5450モードを選択した場合

チャージ完了後の
測定値の読み捨て回数。
ここで設定した回数を読捨て
た後のデータを測定値と
します。

「読捨」部分を、「Ctrl」+「クリック」すると、「AUTO 20mA START」
が表示されます。

※A

※A

※B

※B
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チャージ、ディスチャージのそれぞれの自動にチェックを付けない場合の動作シーケンス
チャージ時間

急速チャージ

リレー切換後、

測定動作までの

ディレー時間

トリガ遅延 積分時間に依存する

測定時間
測定データ

取り込み時間

電圧

時間

100Vまで、

3秒間20mAで

チャージ

試験電圧まで、

10mAでチャージ

ディスチャージ

ディス
チャージ
時間

スロー放電の時間
CH-1の測定 CH-2の測定

過電流チェック

コンデンサの測定を行う場合、ディスチャージの自動にチェックを付けることを強くお勧めします。
コンデンサのスロー放電の時間は、コンデンサの容量により大きく異なります。このスロー放電の時間に短すぎる時間を入力した場合、コンデンサの放電が完全に
行われなかったり、200V以上の測定電圧では測定器にダメージを与える場合もあります。
スロー放電時間が推測的ない場合、自動にチェックを付けると、このスロー放電の時間をパソコンが自動的に管理します。コンデンサの端子電圧が1Vになるまで、
パソコンが自動制御を行います。
この場合のディスチャージ時間は、端子電圧が1Vに到達した後の予備放電時間になります。(詳細は次ページを参照)
自動にチェックを付けると、最大待ち時間の入力画面が表示されますから、十分長い時間を入力します。
自動ディスチャージモードで、この最大待ち時間を経過しても充電が完了しない場合、警告画面が表示されますから、継続するか、中断するかを指示します。

注)大容量(数100uF)のコンデンサの場合、直列に10kΩ前後の保護抵抗を接続して測定してください。5450の電流入力端子にダメージを与えることを防止するためです。

コンデンサの測定を行う場合、チャージの自動にチェックを付けることを強くお勧めします。
試料(コンデンサ)のチャージ時間が予測できない場合は、自動にチェックを付けます。8340の電流制限が解除されるまで
の時間をパソコンが自動的に管理します。この場合のチャージ時間は、電流制限が解除されてから、測定開始時間までの
遅延時間を意味します。電流が安定するまでの時間をチャージ時間として入力します。(詳細は次ページを参照)
自動にチェックを付けると、最大待ち時間の入力画面が表示されますから、十分長い時間を入力します。
自動チャージモードで、この最大待ち時間を経過しても充電が完了しない場合、警告画面が表示されますから、継続するか、中断するかを指示します。

電圧ダウン

電圧ダウン

電圧ダウン

※A

※B
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充電電圧 410V, 試料 コンデンサ (300uF + 10KΩ保護抵抗) * ４個の場合

大容量コンデンサの場合の「自動チャージ」と「自動ディスチャージ」の動作

自動充電時間

(PC側で管理)

加速充電

コ
ン

デ
ン

サ
の

端
子

電
圧

8
3
4
0
の

充
放

電
電

流

充電時間(任意キー入力)

測定までの遅延時間

自動放電時間 (PC側で管理)

放電時間(任意キー入力)
放電の補足時間測定実行

充電 放電

ここでは、約38sec ここでは、約95sec

+V

10kΩ保護抵抗

供試体
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測定値をExcelに入力した例

スキャナ無しでの測定結果例

スキャナを使用した測定結果例

試験を開始すると、現在表示中シートの現カーソル位置から下方向へ測定データの入力が行われます。

また、ストレス電圧印加試験の過電流チェックで不具合を検出した試料は、その日時と試料番号がExcelに入力されます。入力されるシートは、測定データを

入力するシートの1つ後ろのシートになります。もし、そのシートが無い場合は、自動的に作成されます。

試験が停止した場合の処置方法

5450の過電流を検出して、試験が停止した場合

測定値が試験停止条件に合致して、試験が停止した場合

5450の過電流を検出して試験が停止すると、左画面を表示して試験が停止します。

この場合どのチャンネルの試料が短絡状態にあるのかパソコン側で識別できないため、もし、「測定継続」を

する場合は、ユーザ側で短絡した試料を調査し、そのチャンネルの試料を取去り、且つ該当チャンネルの

チェックを外してから「測定継続」をクリックしてください。　「時間間隔測定」の場合は、「試験継続」をクリック

すると経過時間を待たずに即座に最初の測定を行います。

「試験継続」の場合、新しい試料に付け替えて「試験継続」をクリックすることも可能です。

「測定中断」をクリックすると直ちに試験を終了します。

事前に入力した停止条件に合致して試料を検出して試験が停止すると、左画面を表示して試験が停

止します。　画面には、停止条件に合致した試料のチャンネル番号が表しされます。

もし、試験を継続する場合、そのチャンネルの試料を取去った後「OK」をクリックしてください。その後の

測定ではここで表示されたチャンネルの測定は除外されます。　「時間間隔測定」の場合は、「OK」をク

リックすると経過時間を待たずに即座に測定を行います。

「キャンセル」をクリックすると直ちに試験を終了します。

注)不具合試料の自動切離し用アクチュエータ(72102A/C)が組み込まれていない場合にのみ適応されます。

注)シートに入力される測定値の色の意味

　　黒色:正常に測定された測定値

　　赤色　:判定値Loを外れた測定値

　　青色　:判定値Hiを外れた測定値

　　薄緑色:停止値Lo/Hiを外れた測定値

　　薄橙色:基準抵抗チャンネル

　　薄灰色:レンジオーバー等の測定値異常。

Ver15
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外部測定器(マルチメータ等)の設定方法

外部測定器とはGP-IBでパソコンと接続されている必要があります。(下図)
外部測定器から送られてくるデータのフォーマットは、ASCIIであり、複数のデータの場合(Max10個)、データ間はコンマで区切られている必要が
あります。
注)外部測定器からのデータ取り込みは、全ての測定器との通信を保証するものではありません。

もし、外部測定器からデータを受け取る時、クエリーコマンドを事前に送信する必要がある時、ここに送信する
クエリコマンドを入力します。ほとんどの場合、空欄でOKです。
もし、マルチメータがSCPIコマンド準拠のものでしたら、下記のコマンドのどれかが使用されます。
:READ?       :FETCH?     :MEAS?

外部測定器のデータ受信時にトリガが必要な時、チェックをつけます。

外部測定器のGP-IBアドレスを設定します。

取り込んだデータに、下記演算を行った後、Excelへ入力します。
Excelへの入力値 = ( 測定器データ - B ) * A

ヘッダとしてExcelへ入力する事項をここに入力します。
空欄の場合、「外部測定器」が入力されます。

 測定開始前に、測定器に送信するコマンドがある場合は、ここに入力します。 ファンクションやレンジ切換えのコマンド
を入力します。 通常は空欄です。

 測定器のデリミタを設定します。通常は、LF+EOIです。

「GET」,「"*TRG"」,「任意コマンド」からトリガの方法を選択します。
通常は、「GET」の選択をします。
「任意コマンド」を選択した場合は、トリガコマンドをテキストボックスに入力します。

外部測定器のデータに演算処理を行うときにチェックします。　複数のデータが受信された場合は、その全ての
データに、下記に入力した演算が行われます。

外部測定器のデータを数値として扱うか、文字として扱うかの設定を行います。
通常は「数値データ」に設定します。

外部測定器から複数のデータが送信される場合、データの区切り文字を指定します。
一般的には「コンマ」が使用されます。

GP-IB

３．９９９
5450 7210

外部測定器
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 測定レンジをAUTO/MANUALで切換えます。
AUTOのﾁｪｯｸを外すとレンジ入力用テキスト
ボックスが現れますからレンジをキーボードか
ら入力します。厳密な値を入力する必要はあ
りません。入力された値に一番近い１つ上の
レンジに設定されます。

 トリガ方法を設定します。
「FREE RUN」は、測定中もFREE RUN状態を
保持します。
「パソコン」は、測定時間毎にパソコンが測定
器にトリガを送信します。測定器はHOLD状態
になります。
「外部」は測定器リアーのトリガリンク端子に
同期してサンプリングを行ないます。

 測定のトリガディレイ時間を入力します。
通常は、空欄または「0」を入力します。

スキャナカードを使用して測定する場合に
チェックを付けます。
W32-2000MPXの場合だけの機能です。

サンプリングレートを設定します。
FAST=NPLC 0.01
MID=NPLC 1
SLOW=NPLC 10

アベレージング機能をONにし、その条件を設定します。

測定器本体で設定したGP-IBアドレスと同じ
値を設定します。

 測定ファンクションを設定します。
DC電圧電流, AC電圧電流, 抵抗2線
抵抗4線,温度,周波数,周期から選択。

測定データを係数演算して、その結果を
Excelシートに入力します。
下記画面が表示されますから、係数A,Bと
その演算結果の単位を入力してください。

測定値をExcelへ入力する時の単位を設定し
ます。　「実値」は、測定ファンクションにより
「V」「A」または「Ω」の単位で入力します。
「係数演算」を有効にした場合は、この
設定は無視されます。

相対値測定をONにします。

温度の測定

測定のファンクションで「温度」を選択します。

熱電対のタイプを選択します。( K, J, T )

温度の単位を選択します。( C,F,K )

アベレージング機能をONにし、その条件を
設定します。

サンプリングレートを設定します。
FAST=NPLC 0.01
MID=NPLC 1
SLOW=NPLC 10

周波数・周期の測定

測定のファンクションで「周波数」または
「周期」を選択します。

測定する電圧レンジを設定します。

GP-IB

３．９９９

外部測定器

5450

7210

KEITHLEY 2000を併用した測定

KEITHLEY 2000
SCANNER-CARD可

上記の機器の測定を全てONに設定した場合、測定は下記の順番で実行されます。

1. KEITHLEY 2000

2. 外部測定器

3. 8340+7210

複数箇所の環境温度や電圧などの測定を併用する場合に使用します。

温度の場合、最大9チャンネルの測定が併用できます。電圧の場合、最大10チャンネルの測定が併用できます。
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INPUTSENSE

HI

LO

Model 2000-SCAN Scanner  Card

DUT

DUT

DUT

Model 2000
MultiMeter

Ch-1

Ch-3

Ch-4

Ch-5

Ch-6

Ch-7

Ch-8

Ch-2

４端子測定の結線

４端子測定の場合

は、この「SENSE」

ラインを追加配線

します。

２端子測定の場合

は、この「INPUT」

だけを結線します。

２端子測定の結線

２端子測定の結線

４端子測定

２端子測定

Model2000-SCAN スキャナカードを使用した測定方法

測定するチャンネルにだけにチェックを付けます。
測定チャンネルは連続している必要はありません。

測定ファンクションを設定します。各チャンネル毎に異なったファンク
ションの設定が可能です。　ただし、連続したチャンネルで全て同一
のファンクションに設定すると速いスキャニング測定が可能になります。
その場合、DC電圧で10chの測定に要する時間は約1.1秒です。
1～5chでは、４端子抵抗測定の選択が可能ですが、４端子抵抗測定を
選択すると、その対になるチャンネルの使用はできなくなります。　例え
ば、ch-2を４端子抵抗測定に設定するとch-7は使用できなくなります。

　「リレーカード使用」にチェックを付けると、下記画面が表示されますから、スキャン測定の条件を設定します。「リレーカード使用」チェック
が付いた状態から下記画面を表示するためには、一旦チェックを外してから再度チェックを付けます。　
　各チャンネルの測定ファンクション毎のサンプリングレイト(FAST,MID,SLOW)やアベレージング、熱電対タイプ等の測定条件は前ページの
各ファンクション設定画面で事前に設定しておいてください。 

各チャンネルの測定値に演算処理を行った後、Excelへの入力を行う
場合は「演算」にチェックをつけ、「係数A」「係数B」「単位」に適切な値
を入力します。
Excelへの入力値 = ( 測定値 - 係数B ) * 係数A

スキャナカードの配線例

スキャナカードにTC-SCANを使用するときにチェックを付けます。

TC-SCANでは、CH-1を室温測定に使用するため測定に使用できません。

１つでも温度を測定するチャンネルがある場合、JUNCTIONを選択します。

通常は、「CH-1」を選択します。

測定速度の目安

各チャンネルの測定ファンクションが異なっている場合、または、測定チャンネ

ルに歯抜けがある場合、10chを約1.5sec

測定する全チャンネルが連続で、測定ファンクションが全て同じ場合、10chを

約0.4secです。
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「SHIFT」ボタンを押した後、「DIGITS」
(GPIB)ボタンを押します。
下記のように「GPIB ON」にして「ENT
ER」ボタンで確定します。

測定器のGP-IBアドレスを任意のアド
レスに設定し「ENTER」ボタンで確定
します。

測定器のラングエッジを「SCPI」に設
定し「ENTER」ボタンで確定します。

① ② ③

注) 本ソフトを使用する前に、事前に、下記の手順で測定器の「GP-IB ON」、「GP-IBアドレス」、「LANGUEGE  SCPI」に設定
して置いてください。

SCAN スキャナカードを使用した測結果の例

8340+7210の測定値 KEITHLEY2000+SCANNERの測定値 外部測定器

注)シートに入力される数値の色の意味
黒色:正常に測定された測定値
赤色:判定値Hi/Loを外れた測定値
青色:電流制限発生により測定できなかった。
　　　　または、停止値Hi/Loを外れた測定値。
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大容量のコンデンサのリーク電流測定の方法

+

+

-

-

5450

A Input

Lo

Lo

GUARD

GND

Vsource

Hi Hi

Hi

Hi

Hi

Hi

Hi

Hi

Hi

Hi

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

GRD

GRD

GRD

GRD

GRD

Hi

Lo

JP2

JP4

JP3

JP8

JP20

JP1

JP5
JP6

JP7

JP19

JP21

JP22

JP23

JP24

JP30

72101J

Ch-1

Ch-2

Ch-3

Ch-9

Ch-0

GUARD

トライアキシャル
ケーブル

トライアキシャル
ケーブル

Hi(赤)

(黒)

GUARD(青)

アクチュエータ  72102A/C

5450/7210間の結線図

COM A

DRIVING

GRD

DRIVING GRD

不具合試料自動切離し用

DUT

DUT

DUT

DUT

DUT

10KΩ

10KΩ

10KΩ

10KΩ

10KΩ

短絡保護抵抗

短絡保護抵抗

短絡保護抵抗

注)この機能は、「W32-5450MIG80」のソフト型番だけでサポートされる機能です。

本システムの本来の目的は、絶縁体や高抵抗材料の耐久性評価や、マイグレーション試験を目的

としています。従いまして、測定が可能なコンデンサの範囲に限界があることに注意してください。

主に、5450の電源の容量に寄ります。

5450電源容量は、100V(Max 20mA), 1000V(Max 10mA)です。

200uFを10個接続し、400V程度での試験は確認されております。

本システムで大容量のコンデンサのリーク電流評価を行う場合、特に、下記の点に注意して下さい。

1. コンデンサのブレークダウンによる短絡電流を制限するため、下記の配線図のように、試料に

直列に保護抵抗を接続してください。下記では、10KΩの抵抗を使用しています。

2. 試験開始時のチャージ時間は十分長く取ってください。

大容量のコンデンサに電圧を印加すると、大きな充電電流が流れるため「5450/51」に電流制限が

発生し、充電が進むに従って電流が減少し、電流制限が解除されます。

電流制限が発生している状態では正常な測定ができませんので、チャージ時間終了時点で、

電流制限が解除されている必要があります。

例えば、200uFを10個接続し、400Vの試験を行う場合、40秒から60秒程度のチャージ時間が必要

です。

3. 高電圧での試験終了後の自動放電機能を適切に設定してください。

高電圧で大容量のコンデンサの試験を行った後、そのまま放置すると、感電の危険があるため、

試験後の自動放電処理を行ってください。

本ソフトの試験後の放電処理の条件を適切に設定する必要があります。

また、ソフトによる手動操作で放電する機能も用意されています。

●

●

●
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試験中、試料に常に一定の電圧を印加し続けるためには、

マルチプレクサには、72101Jタイプを使用し、必ず、下記の項目

にチェックを付けてください。

5450の出力をONに維持したまま、各チャンネルの電流を

測定します。チェックを外すと、チャンネル切換え時、一旦、

5450の出力をOFFして切換えを行います。

アクチュエータリレーを組み込んだシステムの場合は、

全測定チャンネルをONにした状態で、各チャンネルの測定

を行います。チェックを外すと、測定するチャンネルだけを

ONにして測定を行います。

通常はチェックを付けた状態にします。

測定を行っていない時間帯でも、試料にストレス電圧を

印加しつづけます。測定電圧とストレス電圧が同じ場合

は、ここに測定電圧と同じ電圧値を入力します。

1.「時間間隔測定」の条件を入力してください。

2.試験中、試料に一定電圧を印加し続ける方法

「全測定前のチャージ/ディスチャージ処理」にチェックを付けます。

ディスチャージ時間は、空欄にします。(ディスチャージはスキップします。)

チャージ時間に適切な時間を入力します。40秒から60秒程度が目安です。

チャージ時間内に5450のLIMIT(電流制限)が必ず解除される必要があります。

しかし、「自動充電」にチェックを付ければ、充電時間の心配は不要になります。

20mA/100V
でチャージ2秒

試験電圧
で指定時間チャージ
10mA

加速充電ON

加速充電ON

加速充電OFF

加速充電OFF

電流

電圧

時間

時間

測定可能

測定可能

3.測定前に、十分に長いチャージ時間を設定してください。

入力アンプ応答は、「ExFast(10000)」を設定します。

加速充電期間

試験電圧まで、

10mAでチャージ

100Vまで、

3秒間20mAでチャージ

加速充電(自動にチェックを付けない)場合の動作シーケンス

コンデンサの測定を行う場合、チャージの自動にチェックを付ける
ことを強くお勧めします。
試料(コンデンサ)のチャージ時間が予測できない場合は、自動に
チェックを付けます。5450の電流制限が解除されるまでの時間を
パソコンが自動的に管理します。
この場合のチャージ時間は、電流制限が解除されてから、測定
開始時間までの遅延時間を意味します。電流が安定するまでの
時間をチャージ時間として入力します。(詳細は次ページを参照)
自動にチェックを付けると、最大待ち時間の入力画面が表示され
ますから、十分長い時間を入力します。
自動チャージモードで、この最大待ち時間を経過しても充電が完
了しない場合、警告画面が表示されますから、継続するか、中断
するかを指示します。

測定する時間間隔や測定回数を設定してください。
試験時間は、時間間隔*測定回数で決まります。
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4.試験終了後、試料の電荷を自動的にディスチャージして下さい。

試験終了後、試料に電荷を充電したままにしますと、感電等の危険がありますから、

試験終了後、自動的にディスチャージするようにしてください。

また、200V以上の試験を行った後、試料に電荷が残った状態で5450の出力をOFFにすると、

試料側から5450に電圧が印加され、5450が自己保護のため警報ブザーをならします。

このブザー音が発生すると、GPIB通信が遮断され、通信エラーが発生します。

この場合は、ディスチャージと共に、「スロー放電」にチェックをつけ、時間を入力してください。

注)

本機能は、5450の能力の範囲内で、自動放電をアシストするための機能ですが、全ての試料

において、完全な自動放電を保証するものではありません。

試料の容量の大きさや試験電圧によっては、完全な放電をできない場合もあります。

試験終了後の、自動ディスチャージにチェックを付けます。

ディスチャージの時間を入力します。

コンデンサの容量が小さい場合、スロー放電でも放電が可能です。
スロー放電にチェックを付けた後、その時間を入力します。試験電圧が200V以上の場合は、
少しづつ電圧をダウンし、150V以下になるまで続けます。試料の電荷がその電圧で、少し
づつ5450に吸い込まれディスチャージします。この電圧でのディスチャージ処理が完了
するのを待ち、次のダウンの電圧に移行します。
各電圧でのディスチャージの待ち時間を、ここのテキストボックスへ入力します。
例えば、試料全容量が200uF程度で、400Vの試験電圧の場合は、約1秒。
試料全容量が2000uF程度で、400Vの試験電圧の場合は、約6秒程度です。
この時間が短すぎると、5450の警報ブザーが鳴り、パソコンとの通信エラーが発生し、
試料の放電が完了しません。
試行錯誤で、正常に放電が完了する時間を決めてください。

試料端子電圧

時間

試験電圧

ディスチャージ

スロー放電の時間

自動にチェックを付けない場合の動作シーケンス

コンデンサの測定を行う場合、ディスチャージの自動にチェックを付けることを強くお勧めします。
コンデンサのスロー放電の時間は、コンデンサの容量により大きく異なります。このスロー放電の
時間に短すぎる時間を入力した場合、コンデンサの放電が完全に行われなかったり、200V以上
の測定電圧では測定器にダメージを与える場合もあります。
スロー放電時間が推測的ない場合、自動にチェックを付けると、このスロー放電の時間をパソコン
が自動的に管理します。コンデンサの端子電圧が1Vになるまで、パソコンが自動制御を行います。
この場合のディスチャージ時間は、端子電圧が1Vに到達した後の予備放電時間になります。
(詳細は次ページを参照)
自動にチェックを付けると、最大待ち時間の入力画面が表示されますから、十分長い時間を入力します。
自動ディスチャージモードで、この最大待ち時間を経過しても充電が完了しない場合、警告画面が
表示されますから、継続するか、中断するかを指示します。

注)大容量(数100uF)のコンデンサの場合、直列に10kΩ前後の保護抵抗を接続して測定してください。

8340の電流入力端子にダメージを与えることを防止するためです。

電圧ダウン

電圧ダウン

電圧ダウン
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充電電圧 410V, 試料 コンデンサ (300uF + 10KΩ保護抵抗) * ４個の場合

大容量コンデンサの場合の「自動チャージ」と「自動ディスチャージ」
にチェックを付けた場合の動作シーケンス

自動充電時間

(PC側で管理)

加速充電

コ
ン

デ
ン

サ
の

端
子

電
圧

5
4
5
0
の

充
放

電
電

流

充電時間(任意キー入力)

測定までの遅延時間

自動放電時間 (PC側で管理)

放電時間(任意キー入力)
放電の補足時間測定実行

充電 放電

ここでは、約38sec ここでは、約95sec

+V

10kΩ保護抵抗

供試体
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自動充電時間

自動充電時間

(PC側で管理)

(PC側で管理)

加速充電

加速充電

コ
ン

デ
ン

サ
の

端
子

電
圧

コ
ン

デ
ン

サ
の

端
子

電
圧

5
4
5
0
の

充
放

電
電

流
5
4
5
0
の

充
放

電
電

流

充電時間(任意キー入力)

充電時間(任意キー入力)

測定までの遅延時間

測定までの遅延時間

自動放電時間

自動放電時間

(PC側で管理)

(PC側で管理)

測定実行

測定実行

ここでは、約15sec

ここでは、
約5sec

ここでは、約36sec

ここでは、約21sec

充電電圧 200V, 試料 コンデンサ (300uF + 10KΩ保護抵抗) * ４個の場合

充電電圧 100V, 試料 コンデンサ (300uF + 10KΩ保護抵抗) * ４個の場合

放電時間(任意キー入力)
放電の補足時間

放電時間(任意キー入力)
放電の補足時間
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試料端子電圧

時間

開始電圧

ディスチャージ

スロー放電の時間

5.手動により試料をディスチャージする。

現在接続されている試料を、5450を介してディスチャージします。
「スキャナ使用」をONにした状態では、スキャナを介して、接続中の試料を全てディスチャージします。
「スキャナ使用」をOFFにした状態では、5450に直接接続された試料だけをディスチュージします。

開始電圧には、現在の試料の端子電圧を入力します。
ここで入力した電圧を、一旦、5450から出力し、少しづつ電圧を下げながら試料を
ディスチャージします。
空欄の場合は、現在の5450の設定電圧が使用されます。
200V以上の電圧値を入力すると、スロー放電を行います。その時使用する時間は、
上記「４」の記載で入力された時間が使用されます。
不適切な設定の場合は、5450が警報ブザーを鳴らし、ディスチャージが完全に行わ
れません。この場合、GP-IB通信エラーが発生します。
スロー電圧の時間を長く設定してください。

注)大容量(数10uF)のコンデンサを200V以上の電圧で充電した状態で、5450に接続したまま、OPERATE-OFF、電圧ゼロ、DIS-CHARGE等に

設定すると、5450の入力に過電圧が印加されため、5450の警報音が鳴ります。このとき、パソコンとのGPIB通信は遮断され、通信エラーが発

生します。

この様な状況を避けるため、大容量のコンデンサの試験では、測定中や測定しない期間を含めて、常時電圧が印加されている条件の設定で

試験を行う必要があります。

また、本ソフトによる試験終了後の自動放電機能を有効にして試験を開始することをお勧めします。

本ソフトの使用による測定機器の破損につきまして、当社で責任を負うことはできませんのでご注意ください。

大容量コンデンサ試験条件設定での注意事項

測定結果の例

電圧ダウン

電圧ダウン

電圧ダウン
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FRONT

FRONT

FRONT

REAR

REAR

REAR

Windows Vista/7/8.1/10 (32 or 64bit)

MS-Excel2007/2010/2013/2016(32bit Only)

GPIB-USB変換器

GPIBケーブル
5450/5451

3101(スキャナ)

3101(スキャナ)

3101(スキャナ)

3100(スキャナ)

A01010
TRIAX-みの虫クリップ(1m)

A01010
TRIAX-みの虫クリップ(1m)

A01010
TRIAX-みの虫クリップ(1m)

10本

10本

10本

試料

試料

試料

試料

試料

試料

電圧供給用ケーブル

31001G(ACTUATOR)

31001G(ACTUATOR)

31001G(ACTUATOR)

31001J(MULTIPLEXER)

31001J(MULTIPLEXER)

31001J(MULTIPLEXER)

SCAN BUS

SCAN BUS

SCAN BUS

CC010004
S.TRIAX-TRIAX(1.5m)

A01009-100
TRIAX-TRIAX(1m)

A01009-100
TRIAX-TRIAX(1m)

LOW配線
電流入力

ショートバー

5450/51と3100シリーズの配線方法
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1 1

2 2

3 3

4 45 56 6

7 7

8 8

9 9

0 0

0 0

1 1

2 2

3 3

4 45 56 6

7 7

8 8

9 9

0 0

0 0

1 1

2 2

3 3

4 45 56 6

7 7

8 8

9 9

0 0

0 1

1 1

2 2

3 3

4 45 56 6

7 7

8 8

9 9

0 0

0 1

1 1

2 2

3 3

4 45 56 6

7 7

8 8

9 9

0 0

0 2

1 1

2 2

3 3

4 45 56 6

7 7

8 8

9 9

0 0

0 2

1 1

2 2

3 3

4 45 56 6

7 7

8 8

9 9

0 0

0 3

1 1

2 2

3 3

4 45 56 6

7 7

8 8

9 9

0 0

0 3

31001G(ACTUATOR)

31001G(ACTUATOR)

31001G(ACTUATOR)

31001G(ACTUATOR)

31001J(MULTIPLEXER)

31001J(MULTIPLEXER)

31001J(MULTIPLEXER)

31001J(MULTIPLEXER)

LOW

3100

3100シリーズ各SWの設定

カード番号設定用
ロータリースイッチ
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10K

10K

10K

10K

10K

10K

COM

COM

CH0_R

CH1_R

CH2_R

CH3_R

CH0

CH0

CH1

CH1

CH2

CH2

CH3

CH3

GND

GND

GND

GND

GND

GND

GND

TO METER

COM

マルチプレクサ アクチュエータS/W OFF S/W ON

I

I

O

O

R

R

R

R

R

R

5450/51と3100シリーズの配線図

31001G(ACTUATOR)31001J(MULTIPLEXER)
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A
5450

1
0
K
Ω

1
0
K
Ω

1
0
K
Ω

1
0
K
Ω

1
0
K
Ω

1
0
K
Ω

1
0
K
Ω

1
0
K
Ω

300uF * 4
直列抵抗 10KOhm
100V  Chrage 4sec Discharge 3sec
350V  Chrage 45sec Discharge 37sec
400V  Charge 52sec Discharge 45sec

5450/51と3100シリーズの簡易配線図

31001G(ACTUATOR)31001J(MULTIPLEXER)
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5450を使用する場合
アクチュエータ無し

FRONT

REAR

GPIB-USB変換器
REX-USB220

GPIBケーブル(1m)

GPIBケーブル(1m)

GPIBケーブル(1m)

5450

7210(スキャナ)

7210(スキャナ)

7210(スキャナ)

72101J
(10ch)

72101J
(10ch)

72101J
(10ch)

72101J
(10ch)

72101J
(10ch)

72101J
(10ch)

CC010004
S.TRIAX-TRIAX(1.5m)

A01009-100
TRIAX-TRIAX(1m)

A01009-100
TRIAX-TRIAX(1m)

A01009-100
TRIAX-TRIAX(1m)

A01009-100
TRIAX-TRIAX(1m)

A01009-100
TRIAX-TRIAX(1m)

A01010
TRIAX-みの虫クリップ(1m)

A01010
TRIAX-みの虫クリップ(1m)

A01010
TRIAX-みの虫クリップ(1m)

A01010
TRIAX-みの虫クリップ(1m)

A01010
TRIAX-みの虫クリップ(1m)

A01010
TRIAX-みの虫クリップ(1m)

バナナ-Y端子
手作り

Y端子-Y端子
手作り

Y端子-Y端子
手作り

Y端子-Y端子
手作り

Y端子-Y端子
手作り

Y端子-Y端子
手作り

10本

10本

10本

10本

10本

10本

試料

試料

試料

試料

試料

試料

5450に付属

20ch

20ch

20ch

電圧供給用ケーブル

マルチプレクサ
カード

5450/51と7210シリーズの配線方法
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+

+

-

-

5450

A Input

Lo

Lo

GUARD

GND

Vsource

Hi Hi

Hi

Hi

Hi

Hi

Hi

Hi

Hi

Hi

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

GRD

GRD

GRD

GRD

GRD

Hi

Lo

JP2

JP4

JP3

JP8

JP20

JP1

JP5
JP6

JP7

JP19

JP21

JP22

JP23

JP24

JP30

72101J

Ch-1

Ch-2

Ch-3

Ch-9

Ch-0

DUT

DUT

DUT

DUT

DUT

GUARD

20

21

22

23

A

A

A

A

B

B

B

B

トライアキシャル
ケーブル

トライアキシャル
ケーブル

Hi(赤)

(黒)

GUARD(青)

アクチュエータ  72102A/C

アクチュエータ  72102A/C

ストレス電圧の極性切換用

5450/7210間の実際の結線図

COM A

COM B

次の72101J

のCOM Aへ

次の72101J

のLoへ

常時印加電圧

で極性切換を

行わない場合。

DRIVING

GRD

DRIVING GRD

不具合試料自動切離し用

8340Aを使用する場合の、
印加電圧極性反転回路。
5450/51は、バイポーラ電源
のため、この回路は不要です。
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Hi

Lo

Hi

Lo

GRD

GRD

GRD

GRD

GRD

Hi

Lo

Hi

Lo

Hi

Lo

Hi

Lo

+

+

-

-

5450
マルチプレクサ
72101J

アクチュエータ
72102A/C

Ch-1

Ch-2

Ch-3

Ch-9

Ch-0

5450/7210間結線の等価回路

A
DUT

DUT

DUT

DUT

DUT

Input

Lo

GUARD
GUARD

GND

Vsource

測定時だけCLOSEします。

通常はCLOSEしています。

測定時にOPENします。

7210リアー外観

72102A

72101J 72101J

Lo端子 Lo端子

不具合試料の

自動切離し用
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A

Ch-0 Ch-1 Ch-2 Ch-3

液槽

+-

電線の液槽での浸漬試験

太陽電池のPID試験

A

Ch-0 Ch-1 Ch-2 Ch-3
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積分型A/D変換器の積分時間は、'PLC'の単位を使用します。

Power Line Cycle(商用周波数) の略語です。

この時間は、A/D変換器内部のコンデンサを充電する時間です。

1PLCは、商用周波数の1周期分の時間です。

50Hz地域では、20ms、60Hz地域では、16.7msを表します。

測定精度に影響を及ぼすノイズ要因の殆どは、商用周波数の整数倍の周波数の外来電圧です。

PLCの整数倍の積分を行うことによりノイズ要因の多くを除去できます。

正しい電圧

ノイズ成分(商用周波数成分)1PLC

A/D変換器には、「逐次比較型」と「積分型」があり、本ソフトがサポートする電圧電流発生器は、「積分型」を
使用して測定が行われます。

変換速度が速いため、瞬時の電圧測定が可能。

電圧の瞬時値を測定することが目的。

オシロスコープや、A/D変換ボードなどに使用される。

変換速度は遅い。

ノイズの影響を受けにくいため安定した測定が可能。

デジタルマルチメータ、抵抗計、微小電圧電流計など

に使用される。

入力信号
入力信号

D/A変換器

電圧比較回路

【構造】
コンデンサに充電して、放電する時間を計る

①積分型A/D変換器

積分回路

②逐次比較型A/D変換器

【構造】
内部D/A変換器との比較により測定する。

A/D変換器について

積分時間「PLC」とは
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